Factors in Turnover; Relationship between Role Stress and Role Burden which Mid-career Nurses by 瀬川, 有紀子 & 石井, 京子
























































































































































































項目 カテゴリー 人 %













離職後の展望 看護職として働く(非常勤.パート､派遣も含む) 70 78.2
看護以外で働く､または働かない 13 14.9
その他 4 4.5
再就職の容易感 有 43 49.44旺 1 149ノヽヽ
どちらともいえない 31 35.6
再就職に重視する事 賃金や拘束時間など労働条件 57 65.5やりがいや看護に関すること 30 34.5
総役割ストレス 平均 38.06(SD-6.08)
役割過重 4項目 平均 13.06(SD2.98)
役割唆昧 5項目 平均 14.89(SD3.15)

































表3 役割業務負担感の因子分析 (景尤法､プロマ ックス回転)
項目 第 1因子 第2因子 第 3因子 第4因子 第5因子 共通性
香 患者の精神的な支えになる 0.762 0.087 -0.143 0.060 0.054 0.812
人 護間師関 と 患者家族と良好な関係を持つ 0.707 0.033 -0.011 0.044 0.133 0.788上司と良好な関係を持つ 0.649 -0.054 0.110 -0.109 -0.044 0.742
係 し 看護スタッフ間の良好な人間関係をつくる 0.626 0.004 -0.020 -0.098 -0.011 0.711
の て棉 医師と良好な関係を持つ 0.619 0.152 0.051 0.017 -0.213 0.737
築 医師と協働し､目標を共有した医療を行う 0.593 0.126 0.139 0.001 -0.060 0.758
患者および家族-の指導をする 0.436 0.194 0.108 0.002 0.178 0.655
患者の死を看取る 0.430 0.170 -0.148 0.185 0.140 0.661
看護実践 人工呼吸器シリンジポンプ等の医療機器を操作する -0.109 0.991 0.106 0.105 -0.168 0.862
重症患者の状態管理を行う -0.033 0.752 -0.010 0.184 -0.016 0.790
点滴薬の作成および管理を行う 0.070 0.708 0.092 -0.244 0.091 0.860
薬品の管理や投与 .配薬を行う 0.145 0.559 -0.013 -0.214 0.072 0.756
病棟および患者の感染を管理する 0.081 0.545 -0.026 -0.119 0.265 0.668
急激な状態の変化に対応する 0.326 0.497 -0.109 0.224 -0.045 0.833
後輩 .学生の知識や技術について指導する 0.188 0.481 -0.043 0.078 -0.040 0.672
医師の診療 .処置の介助を行う 0.219 0.470 -0.054 0.077 0.043 0.642
事務的な書類を管理し､記入などの処理をする 0.237 -0.425 0.139 0.063 0.338 0.592
後輩の相談にのる 0.359 0.424 -0.068 -0.032 -0.087 0.647
看 院内.病棟内の委員会 .係りの活動を行う -0.210 0.230 0.797 -0.038 0.067 0.795
護級織 院内での研修や病棟会 .勉強会-参加する 0.201 -0.091 0.789 0.005 -0.121 0.768業務改善について企画､活動を行う 033 38 636 - 63 039 586
宿動交 院外の研修会 .学会-参加する 0.281 -0.029 0.627 -0.085 -0.102 0.722
勉強会の計画立案および実施する -0.322 0.188 0.539 -0.011 0.163 0.648
残業 .時間外の勤務や拘束の時間 -0.008 -0.080 0.501 0.355 -0.123 0.791
看護研究活動を行う 0.040 -0.009 0.497 0.117 -0.082 0.540
仕事量の多さ 0.043 -0.110 0.480 0.241 0.101 0.767
休憩や休日が思い通りに取れない -0.084 -0.046 0.456 0.326 -0.029 0.611
新たな医療 .看護に関する学習活動を行う 0.386 -0.054 0.447 -0.141 0.147 0.627
夜勤時の緊張感 0.017 -0.032 -0.047 0.910 0.107 0.881
代刺動 夜勤の勤務体制 (少人数) -0.049 -0.129 -0.016 0.900 0.100 0.859時に行う雑務 26 001 47 788 - 2 00
務香 土日や祝日にも勤務がある 0.017 0.022 0.093 0.670 0.081 0.708
夜勤回数の多さ -0.012 0.238 0.100 0.665 -0.080 0.767
適切な時期に計画を修正あるいは評価する -0.068 0.087 0.002 0.034 0.971 0.894
創 護進 の因子全項 個別性に対応した看護計画立案を行う -0.069 0.105 0.085 -0.026 0.856 0.873
看護記録を書く 0.050 -0.074 -0.147 0.160 0.632 0.693
寄与率目の信頼性係数 (全項目α-0.922) 279 12.51 734 645 534855 80 85 910 70
因子間相関 第 1因子 1.000
第2因子 0.516 1.000
第3因子 0.251 0.256 1.000
第4因子 0.174 0.318 0.391 1.000
係 をつ くる｣ な どの 8項 目か ら構 成 され､ 『看 護 師 と し
て の人 間関係 の構 築』 と命名 した｡ 第 2因子 は ｢点滴 薬
の作 成 お よび管理 を行 う｣､ ｢薬 品の管理 や投 与 ･配薬 を
行 う｣､｢急 激 な状 態 の変化 に対応 す る｣ な どの10項 目か
ら 『看 護 実践』､ 第 3因子 は ｢院 内 ･病 棟 内 の 委 員 会 ･
係 の活動 を行 う｣､｢業務改善 につ いて企 画 ､活動 を行 う｣､
｢看 護研 究活動 を行 う｣ な どの10項 目か ら 『看 護 組 織 活
動』､第 4因子 は ｢夜 勤 の勤務体 制｣､｢夜 勤 時 の緊張感｣
な どの 5項 目か ら 『交代 制 勤務 』､ 第 5因子 は ｢適切 な
時期 に計 画 を修 正 あ るい は評価 す る｣､ ｢個 別性 に対応 し
た看護計 画立 案 を行 う｣､ ｢看 護記録 を書 く｣の 3項 目か
ら r看護 の創 造』 と命 名 した｡
5.役割業務 負担 感 の信 頼性 および妥当性 に関す る検 討
役 割 業 務 負 担 感 尺 度 の信 頼性 係 数 は､ 第 1因子 α-
0.855､ 第 2因子 α-0.850､ 第 3因子 α-0.855､ 第 4因
子 α-0.910､ 第5因 子 α-0.870､ 全 項 目 α-0.922が得

















































第 1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子
看護師として
人間関係の構築 看護実践 看護組織活動 交代制勤務 看護の創造
役割過重 nH=慧L群-41 M= 17.54､SD=6.58 M=22.46､SD=6.80 M=28.59､SD=7.59 M=11.67､SD=5.44 M=7.91､SD=2.5717 493 122 761 5 1 586 59 491 607 95
t=2.10* t=3.11**
役割唆昧 nH=SL群-37 M= 17.62､SD=5.86 M=22.98､SD=6.86 M=29.12､SD=5.22 M=12.74､SD=5.35 M=7.46､SD=2.8303 03 742 446 81 01 456 6 9 92
t=3.25** t=2.39*
役割葛藤 nH=:L群36 M= 17.60､SD=6.06 M=22.55､SD=7.61 M=27.82､SD=7.30 M=11.92､SD=5.10 M=7.25､SD=2.7402 55 0_92 65 617 643 2 3 67 3ll






総役割業務負担感 H群 41L 6 M=4.12-SD=1.03 t=2.36*361, 0
第 1因子看護師として人間関係の構築 H群 46 M=4.04,SD=1.10L群 41 M=3.63.SD=0.94
第 2因子 H群 17 M=3.88,SD=1.17
看護実践 L群 70 M=3.84,SD=1.02
第 3因子 H群 51 M=4.00,SD=0.98
看護組織活動 L群 36 M=3.64,SD=1.10
第4因子 H群 48 M=3.88,SD=1.20
交代制勤務 L群 39 M=3.82.SD=0.82
第 5因子 H群 54 M=3.85,SD=1.02
看護の創造 L群 33 M=3.85,SD=1.09
総役割ストレス H群 46 M=3.96.SD=1.05
L群 41 M=3.73.SD=1.02
役割過重 H群 46 M=3.87.SD=0.93L群 41 M=3.83,SD=1.16
役割唆昧 H群 50L 37 M=4.04ーSD=0.97 t=2.01*359. 109
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